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責任をとるべきは誰なのか？～評価に対してではなく情報そ
のものに対して批判をするべきだ | TheNews
＜日隅一雄＞
鉢呂吉雄経済産業相が、10日夜、「死の町」発言などの責任をとって辞任した。辞任に追い込んだのは、マ
スメディアの追求だった。「死の町」発言が本当に不適切なものなのか、それとも正確な評価なのか、現段
階では少なくとも明らかではないはずだ。それにもかかわらず、間違っていることを前提に批判をしたマス
メディアは、「死の町」ではないことをどのように立証するのだろうか？「アメリカには勝てない」という
正しい発言をすることを許さなかった第二次大戦中のマスメディアの過ちを繰り返しているように思う。

　そのことは、誤った情報を放置し
ているマスメディアの在り方から明
らかだ。

冒頭の画像は、官邸のホームページ
にもリンクしている文科省の「放射
能を正しく理解するために教育現場
の皆様へ」（※１）というウェブ
ページの１０頁目だ。ここに、「数
年で250ミリシーベルト（＝
250,000マイクロシーベルト）とな
るような弱い放射線では影響は生じ
ません。」と書かれている。これは
完全な誤りだ。

※１

　http://radioactivity.mext.go.jp/ja/8849/8850/8864/1305089_0819_1.pdf

ＩＣＲＰは１００ｍＳｖ以下の被ばくについてはその影響が、生活習慣等の要因の影響の陰に隠れるため、
明確ではないと言っているだけであって、影響がないと断定していない。それにもかかわらず、影響が生じ
ないというのは、「安全デマ」だ。

しかも、明確ではないがゆえに、おそらく影響があるだろうと考えるべきだとされる「確率的影響」につい
ては、積算線量で考えるべきであり、「数年で２５０ミリシーベルトとなるような弱い放射線」という表現
は、積算線量という考え方を排除するものであり、この点でも間違いだ。

なぜ、マスメディアは、この明確な間違いを放置し、他方、鉢呂大臣の表現につっかかるのか。冒頭で述べ
たとおり、まるで、第二次大戦で本当のことを述べることが許されなかった状況の再現ではないか？

もうひとつ例を挙げよう。次の画像は、「日本学術会議会長談話　放射線防護の対策を正しく理解するため
に」の一頁目だ（※２）。

※２　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-21-d11.pdf

この青色でマーキングした部分は誤り
だ。ここは「癌発生の確率」ではな
く、「癌によって死亡するリスク」
だ。この談話の末尾を見てほしい。

　【注記　１ページ本文 17 行目の
「がん発生の確率」は、より正確には
「がん罹患やがんによる死亡率のリス
ク（死亡率に換算した損害の割合）」
の意味です。】

　と、こっそりと訂正している。死亡
するのか、単に病気になるのかは大き
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な違いだ。これを末尾でこっそりと訂
正する姿勢は許しがたい。しかも、
「より正確には」とは何事だ！製薬会
社が薬の副作用の説明で同じ様なこと
をしたら、ただちに厚労省から修正す
るよう指導を受けるだろう。

　これについても、マスメディアは無
視している。危険をごまかす方向での
「デマ」は放置し、危険についてより
明確に評価しようとする言論は弾圧す
る…これがいまのマスメディアだ。

　これらのことについて、ぜひ、皆さ
んが購読している新聞社に質問してほ
しい。行動しなければ、社会は変わら
ないのだから。

　これだけ安全デマを繰り広げても、福島の人たちの健康被害への危惧は深刻だ。マスメディアは、この危
惧を単なる勘違いとでもいうのか？

　→【福島県民だけに「放射性物質による被害を避けるため、県外や放射線量の少ない地域へ、できれば移
り住みたいか」と聞くと、３４％が「移り住みたい」と回答。中学生以下の子供がいる家庭では５１％に及
ぶ。】http://www.asahi.com/national/update/0909/TKY201109090610.html
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